
○多様な森林の利活用の推進

○森林に関わる多様な人材の育成

○多様な主体による森林への関わりの推進

成熟した森林

○「林業経営に適した森林」での主伐・再造林の推進

○林業就業者の確保・育成と林業事業体の経営強化

○林業の生産性の向上

○県産材の安定供給体制の確立

○様々な用途での県産材需要の拡大

林業、木材産業、森林サービス産業による森林資源のトータル活用

森林県から林業県へ 多様な森林の利活用

身近な里山（開かれた里山）

森林サービス産業

今後の方向性

• 森林サービス産業は、「健康」、「観光」、「教育」など様々な分野で森林空間を活用した体験サービスを
提供し、山村地域に新たな雇用と所得機会を産み出す産業の総称

• 山村地域の関係者が、ライフステージや多様な働き方・暮らしに応じて様々なプログラム・サービスの提供
が可能で、交流人口の増加にも期待

価値観やライフスタイルの多様化

森林の特性と目的に応じた利活用

教育・子育て 健康増進活動
（森林セラピー等）ライフステージや多様な働き

方・暮らしに応じた様々な体
験プログラムの提供が可能

森林サービス産業

地域経済の循環
と雇用を創出

林業・木材産業 車の両輪

ワークスペース 観光利用
（ＭＴＢ）

【長野県】
豊富な森林資源

【長野県】
多様な樹種構成

森林サービス産業総合とは



【県内の森林サービス産業（例）】

創業・活動支援（専門家派遣）
7件（R6.1時点）

• 森林づくり県民税を活用し、森林セラピーや森林環境教育等を推進（H29～R4）
• R5年度から、従来の支援施策を拡充し、森林サービス産業全般への支援策を講じるとともに、人材育成講座

等を実施

■森林セラピー基地・ロード

■学校林等利活用

■森林の里親（企業連携）

●第３期森林税（H29～R4）

各地域の課題解決とエビデンス取得、モデル手法の開発

●第４期森林税（R5～R９）

■森林サービス産業総合対策
・森林セラピー、学校林等の限定の取組から対象を拡大
（施設整備、人材育成、交流会等）

・創業・活動支援を創設

・従来実施していた事業は継続（学校林、森林の里親）

森林サービス産業を巡る県内の動き

【オープンラボ】R４～R5（国土緑化推進機構）【モデル地域（健康経営分野）（国）】

信濃町 小海町 上松町 飯山市 木曽町

地域プロジェクトの創出と事業者等のマッチング

県の取組（支援施策）

への支援

より多様な活動を支援 キャンプ MTB 森林セラピー

【R5活動】

地域おこし協力隊
交流会

人材育成講座 創業・活動支援

（ガイド研修） （先進地での現地検討）

県内の森林サービス産業の動き



森林サービス産業総合対策事業 R6当初予算額（案） 39,561千円

➢ 「森林サービス産業推進ネットワーク（仮称）」を立ち上げ、情報交換の機会の設定や相談窓口を設置すると
ともに、創業時の支援や活動支援、人材育成等の地域の課題に対応

県

ネットワーク
運営委託

■森林サービス産業の推進（R6）

ﾈｯﾄﾜｰｸ
制定基準

② 創業支援・活動支援等 4,693千円

③ 森林の利活用を導く人材の育成 5,892千円

●地域コーディネーターの育成

●森林の癒しガイドの育成
（「信州森林の癒し案内人（仮）」制度）

●里山利活用人材の育成

① 森林サービス産業の推進体制の構築 3,221千円

【
創
業
ま
で
の
流
れ
】

創業・活動
支援委託

人材育育成
業務委託

人材の交流

人材育成とﾌｫﾛｰｱｯﾌﾟ

講座修了
実務経験

登録
申請

「信州森林の癒し案内人（仮）」の登録

登録

情報交換、相談窓口の設置、共同研究等

段階に応じた支援
（森林ベンチャースクール）

民間事業者に
一括委託

森林サービス産業推進

ネットワーク（仮称）市町村等

登録

相談
窓口

（利用相談、ネッ
トワーク運営、創
業相談等）

事業者（会員）

登録・サービス情報 情報提供

利用者等

創業
希望者等

専
門
家
に
よ
る
助
言
・
指
導

交流会 創業セミナー

アイディアコンペ

マッチング

人材育成研修

創業支援 木曽谷・伊那谷フォレス
トバレーの取組と連携し
て実施

創業セミナー

森林サービス産業の創業イメージ

森林空間の整備、林内施設等の整備 15,910千円
（森林整備9/10、施設整備1/2）

森林を活用した環境教育等 8,710千円
（森林整備9/10、活動経費10/10）

企業との連携による森林づくり 1,135千円
（森林の里親促進事業）

④森林空間の整備と森林の利活用

ＭＴＢ 森林の健康利用

（創業に必要な経費への補助）
補助率10/10、最長２年間、上限100万円

県執行

ガイド育成



⚫ 長野県ふるさとの森林づくり条例に基づく「里山整備利用地域」は県内111地域（R6.1月）まで増加
⚫ 新たな森林税活用事業では「里山整備利用地域」の取組を更に進め、多くの人が「レクレーション」「健康

づくり」「観光拠点」等として利用できる「開かれた里山」を重点的に支援（目標：５年間で50か所）

令和6年度事業概要

（継）開かれた里山の情報発信等

• 県内の「開かれた里山」等の親しめる里山情報の発信等

事業主体：県

（継）里山利活用スタートアップ支援

• 里山の自立的な利活用に必要な活動経費を支援（認定（初回利用）から３年間）

補助率：10/10

（継）里山利活用の促進

• 自立的な活動に要する資機材等の導入へを支援（上限補助額（112.5万円）まで）

補助率：3/4

（継）開かれた里山のスタートアップ、同意取得・
合意形成の支援

• 「開かれた里山の整備・利用計画」の策定や必要な活動経費、所有者の同意
取得などを支援（２年間）

補助率：10/10

（継）開かれた里山の整備

• 「開かれた里山の整備・利用計画」に基づく修景林間整備、歩道開設等を支援

補助率：9/10

「開かれた里山の整備・利用計画」承認の流れ

「開かれた里山」の実践に向けた里山整備利用地域の支援

• 「開かれた里山」の活動に要する資機材等の導入を支援
（承認後、上限補助額（75万円まで）上積み）

（継）開かれた里山における里山利活用の促進 補助率：3/4

開かれた里山の整備・利用事業

20,251千円

令和６年度予算額（案）（内訳）

開かれた里山の整備（森林整備）

56,000千円

開かれた里山の情報発信等

3,221千円

（スタートアップ支援・利活用の促進）

これまでの里山整備利用地域の取組の支援（継続）

令和６年度 開かれた里山の整備支援 令和６年度予算額（案） 79,472千円（森林税）



事例１： 里山フットパスの整備と幅広い利用

伊那市 上牧里山づくり

➢ 「上牧里山自然パーク」として森林整備
➢ 森の魅力を伝えるフットパス（遊歩道）を整備
➢ 里山ウォーキングイベントの開催
➢ 地元小学校の里山学習プログラムへの協力
➢ 小さな子どもたちの散歩や遊び場に利用
➢ 薪や炭の生産・販売

「開かれた里山」を実践する里山整備利用地域の事例



事例３： 地域住民と里山の新たなつながりの創出

事例２： 地域ぐるみでの「開かれた里山」拠点づくり

大町市 ふたえ里山整備協議会

➢ 地域の里山を森林公園として整備することで、憩いの
場として活用できる「開かれた里山」の拠点づくり

➢ 次代を担う子供たちへの普及啓発活動
➢ イベント等を通じた里山の観光資源としての価値向上
➢ 地域材の利活用を考えるワークショップ

「開かれた里山」を実践する里山整備利用地域の事例

上田市 飯沼自治会里山環境整備プロジェクトチーム

➢ 住民が集う、憩い・癒しの場づくり
（遊歩道、展望台など里山公園の整備 等）

➢ 防災・減災に向けた里山整備の推進
➢ 豊かな自然に育つ里山資源（きのこ、山菜、薪 等）
のフル活用

➢ 松茸山の復活、松くい虫被害材の有効活用
➢ 沢筋の防災対策、野生鳥獣被害対策



開かれた里山安全管理マニュアル

一般社団法人 長野県林業普及協会

開かれた里山の整備支援（仕組みづくりや情報発信について）



開かれた里山の整備支援（仕組みづくりや情報発信について）

開かれた里山の整備事業 50か所/５年間
（県民等の利用を先導する里山整備利用地域＝111か所+α地域を対象）

県民の森
大平峠県民の森
（飯田市・南木曽町）

美ヶ原県民の森（松本市）
体験学習の森（林業総合センター）等

市町村民の森
長野市茶臼山公園
飯田市野底山森林公園 等

国有林
レクリエーションの森
おすすめ国有林

国立高遠青少年自然の家
等

利活用ルール、整備方針等の整理・マニュアル化・情報発信

【森林づくり県民税活用事業】
開かれた里山の整備事業

R６予算要求額 79,472千円

・広く親しめる里山の情報発信

・開かれた里山の利活用活動支援

・必要な資機材等の導入支援

・開かれた里山の森林整備支援

・先導的な取組の紹介
県林業総合センター「体験学習の森」の

森林教室・体験学習 等

・フィ－ルド情報の提供
国有林や市町村民の森の活用（滝超森林

スポーツ林・白糸の滝風致探勝林 等）

・NPO、企業、団体等との協働
NPO法人やまぼうし自然学校、NPO法人

ピッキオ等県内で活躍する団体との協働

既存の森林の情報発信

本県の強みである「多種多様な里山」を、より多くの人が身近に親しめる仕組みづくりを進めます
〇 「広く親しめる里山」

‥地域住民の協働により整備・利活用が進む里山などで、県内外の多くの人々が訪れ、レクリ

エーションや健康づくり、観光拠点などにも活用される身近な森林

既存の「開かれた里山」（上記以外）の情報発信

開かれた里山の仕組みづくり

市町村等 県 国


